
2024年3月期
決算補足説明資料

2024年5月14日

株式会社テセック



High Light

FY23は売上横ばいも部材高騰で営業減益

・ テスタ売上は23年ぶりの高水準となり中期目標を達成

・ 期末配当は予想比10円増の70円（総還元性向35％）

FY24はハンドラの売上減少が続き減収減益

・ テスタ事業環境継続、ハンドラ受注年内回復を見込む

・ 中期計数目標を下回るが、成長への取組みを継続
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業績推移 （前期比）
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・ 売上は概ね横ばい。 ミックス悪化やテスタ部材高騰により、4億の営業減益

・ 繰欠解消等から法人税等調整額がマイナス寄与に転じ、純利益は7億減少



業績推移 （四半期）

・ 売上は、受注残が同水準でも案件毎に出荷タイミングが異なり、短期的に変動

・ 利益は、案件ミックス（個別受注生産のため）、為替、部材価格などにより変動
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受注高・売上高・受注残高

・ 売上が横ばいの一方、受注はハンドラ低迷で2割減となり、受注残は17億減少

・ テスタの売上割合が高まり、FY23はハンドラ46％、テスタ39％、パーツ等15％
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受注高・売上高・受注残高 （ハンドラ）

・ FY22/4Qより大手海外半導体メーカーの投資が落ち込み、受注低迷が継続

・ 地域別売上は、ＩＤＭ向けを中心にマレーシアが6割、中国、台湾が各1割程度
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受注高・売上高・受注残高 （テスタ）

・ 受注は3期連続30億超。部材調達難が落ち着き、売上も中期目標30億を達成

・ 地域別売上はパワー半導体投資が続く中国が増加し、国内と並び各4割程度
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受注高・売上高・受注残高 （パーツ等）

※パーツ等には、以下の内容を含みます。

＜保守部品の販売＞

・ハンドラ関連 … チェンジキット、測子等の消耗部品

・テスタ関連 … リレー、オペアンプ、トランジスタ等

＜サービスの提供＞

・オーバーホール … リレー等、消耗部品の定期交換

・テスタ校正 … ISO9001準拠の校正作業、証明書の発行

・ ハンドラ改造用チェンジキットを中心に、受注は概ね横ばい、売上は1割減

・ 地域別売上は、ハンドラの既納入地であるマレーシア向けが3割を占める
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貸借対照表

・ 調達難のなか攻めの発注により長納期部品を確保し、棚卸資産が高水準

・ 無形固定資産を中心に4.2億円の設備投資。 FY24以降も成長投資を継続
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業績予想

10

・ テスタは好調な事業環境継続、ハンドラは年内に一定程度受注回復を見込む

・ ドル建て売上減少。 減収効果、研究開発費の増加等により2.9億の営業減益



FY22～24中期計画（Enjoy2.0）の進捗状況 ①
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・ テスタ売上目標30億円達成も、ハンドラ事業環境悪化で計数目標は未達予想

・ 中長期的な成長への投資を継続。 総還元性向35％を目安に株主還元を実施



FY22～24中期計画（Enjoy2.0）の進捗状況 ②
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優れた半導体検査装置を世界中に供給することで快適で安全な低炭素社会に
貢献するというミッションを果たすべく、4つの基盤戦略を推進中



株主還元

・ 中期計画の期間（FY22～24）は総還元性向35％を目安として株主還元（※）

・ FY24の予想総還元額における配当と自社株買いの内訳は現時点で未定
※ 法人税等調整額や特別損益等により当期純利益が大きく変動する場合は、総還元性向の算定上、その影響を調整
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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が
現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

ご注意


